
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 336-Ｄ地区 

次期キャビネット事務局 

 

２０１９-２０２0 年 

 
 

●開催日：2019年 6月 16日（日） 

●日 程：登 録 受 付／13：00～13：30 

     ／13：30～14：30 

     分 科 会／14：40～15：40 

     全 体 会 議／15：50～16：50 

 

●会 場：シーモールパレス 

 



目   次 

 

⚫ クラブ幹事オンライン研修ワークブックより抜粋   ・・・・・・  1～ 7  

⚫ クラブ運営について                ・・・・・・  8～13 

⚫ クラブ会計について                ・・・・・・  14～16 



1 

 

 

 

http://www.lionsclubs.org/resources/JA/pdfs/club_secretary_workbook.pdf  

より抜粋  

 

 

 

 

 

http://www.lionsclubs.org/resources/JA/pdfs/club_treasurer_workbook.pdf
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クラブ幹事の主な責務には次のようなものがあります。  

 

• すべてのクラブ例会及び理事会会議に出席する 

• クラブの会議をまとめる 

• クラブの記録を取る 

• クラブの通信物を受け取り、応答する 

• 国際協会にクラブ報告書を作成し、提出する 

• クラブが所属するゾーンの地区ガバナー諮問委員会の正規構成員と 

なり、同委員会に協力する 
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• 会長の求めに応じ、カバーすべき話題を調整し、審議事項を作成する 

• 理事会のメンバーや個々の委員長に対し、会合の時間と場所を通知する 

• クラブの業務履歴を提供するため、会合の議事録を詳細に記録する準備をす

る 

• これらの責任はクラブにより異なる。そのため、幹事は会長と基本的なルール 

を決め、理事会での混乱を避けることが推奨される 
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• 議論は非公式なものと見なされ、記録されない 

• 通常、動議提出者の名前は記録する。動議を支持した者については任意。動議 

が可決したか却下されたかを必ず記録すること。 

• 投票が投票用紙により行われた場合、それぞれの側の票数を記録する必要が

ある。 

• 点呼投票が行われた場合、それぞれの側に投票した者の名前を記録する必要

がある。 

 

 

• 投票の結果、方針に盛り込まれることになった動議は、「可決、採択、もしく 

は支持」されたとする。「通過」という言葉は避ける。 

• 可決されなかった動議は「却下、もしくは否決」されたとする。「落選」とい

う言葉は避ける。 

• クラブに承認された報告は「採択、もしくは承認」されたとする。「受領」と 

いう言葉は避ける。これは単に、集会の場で読まれたという意味になる。 
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• 幹事は年間の正確な出欠を記録する必要がある 

• 出席を取る方法は、リストにある会員の名前の点呼、無言で名前を記録、また 

は会員が出席表にチェックする方法のいずれでもよい 

• 定足数とは、会合を成立させるのに必要な最低の出席メンバー数のことであ

る。通常、定足数はメンバーの過半数である。幹事は、定足数が存在するかど

うかを発表する。 

• 会合を欠席したメンバーが必要に応じて欠席分を補う（メークアップ）ための 

方針を設けること。 
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• ゾーン・チェアパーソンと協力し、ゾーン内の各クラブが効果的に運営される

と共に、協会の会則及び付則に従うよう徹底する 

• 地区、複合地区の年次大会及び国際大会への参加を呼びかける 

• ゾーン内のチャーターナイトへの参加を呼びかける 

• 会員育成や指導力育成の面で手助けが必要なクラブに対し、何ができるのか

を話し合う 

• 合同会合、クラブ役員の就任式、新会員の入会式、キー賞受賞者をたたえる式

といった、クラブの活動や行事を推進する 

 

• 諮問委員会会議に向けて、報告書の作成に協力する 

• クラブがゾーンでの会議を主催することになった場合には、その準備に協力

する 
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ライオンズクラブ会計について 

2019年 6月 16日     

ライオンズクラブ国際協会 336-Ｄ地区 

キャビネット会計  松本 利幸 

 

1.クラブ会計の原則 

・クラブ会計は、「運営費会計」「事業費会計」「会食費会計」の経常会計（一般会計）と特別会計に区分

します。 

・経常会計間では、相互に流用を認めないのが原則です。 

ただし、会食費会計の収支差額は、運営費・事業費・特別会計のいずれに振替えてもよいとされています

が、運営費へ振替えるのが一般的と思われます。 

・また特に事業費会計にて管理する事業資金は、その地域社会から調達されるのを建て前とするものな

ので、これをクラブ運営に支出することは禁止されています。 

・運営費はクラブ存立の基盤であり、運営資金は当然クラブ運営にのみ用いられるものであります。しか

しながら、運営資金に余裕がある場合は例外としてこれを事業費に流用することは認められます。 

・国際附則第 11条 4項（a）では、「会費及びクラブの運営に必要な経費は必要最小限の年会費を徴収す

る。」と規定されており、理論的には（収入－支出＝収支差額 ０）が理想でありますが、クラブの運営

には実務上、年度初に運転資金が必要であり、会費の徴収に 1、2ケ月の期間を要することを勘案すると、

年間収入の２ケ月乃至３ケ月の繰越額が必要であり、許容される限度かと思われます。 

・クラブ会計の執行者として理事会が専決し得るのは、承認を受けた運営予算と会食費会計の執行の範

囲に限られます。 

・事業費会計に属するアクティビティを含むすべての新企画及び新施策に対する支出は、理事会にて検

討のうえ、クラブの定例または特別会合に提案され、承認を得なければなりません。 

・すべての支出は理事会の承認を必要とし、理事会は一般的に認められた会計原則にもとづいて、第一に

は、運営資金としての会費及びテール・ツイスターがクラブ内部で集めた資金を管理し、もうひとつとし

ては、事業費会計に区分される公衆に求めて集めたアクティビティまたは社会福祉のための資金を管理

します。 

・財務委員会は理事会の諮問機関であり、クラブ会合中に経常以外の臨時支出の要請または提案がなさ

れた場合には、すべて財務委員会に付託されます。 

・クラブ会計は、収支の実績が予算との関連のもとに有効適切に統制されるよう、複式簿記に基づいて整

然かつ明瞭に記録、計算されなければなりません。 

 

2.運営費会計について 

・運営予算案は財務委員会が作成し、新年度第１回クラブ理事会において採択された後、例会へ提出され

てその承認をうけます。 

・予算案は半期分ずつ作成してもよいが、年間予算が適当であると考えられます。また、クラブ会計年度

は、７月１日から翌年６月３０日までとなっています。 
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・運営予算は決定した以上、これを厳正に執行するのが理事会に課せられた義務であります。 

・財務委員会は、運営予算の厳格な執行を監督することが義務となります。 

・運営予算の執行にあたって、科目間の流用については、理事会の決議によって適宜行うことが認められ

ています。 

・クラブ会費の徴収は幹事の職務であり、財務委員会は、会費の速やかな徴収を図り、必要な場合は徴収

を手伝います。 

・会計は国際協会納入金並びに地区及び複合地区納入金を、それぞれの会則で規定された時期に納入し

なければなりません。 

・財務委員会は負担金の納入が速やかに行われるように監督します。 

 

3.事業費会計について 

・事業予算の作成は、理事会がアクティビティ計画を決定した後、財務委員会はそれぞれのアクティビテ

ィのための予算を準備し、理事会に報告、採択されなければなりりません。 

・財務委員会は、事業委員会の資金獲得計画立案を援助します。 

・事業資金は「事業収益」「会員寄付収入（ドネーション）」「会員拠出金」「賛助金」その他により調達さ

れます。 

 

4.会食費会計について 

・クラブはいかなる会員に対しても、あらかじめ会食費の支払いを求めることができます。ただし、会食

費は経常年会費の一部として課してはなりません。 

・会食費は一定額を理事会が定め、例会の承認を得なければなりません。 

・例会の出席を奨励するために、食事は変化に富み、興味あるよう配慮し得る額に定めるべきであります

が、ぜいたくな食事を期待することはライオンズクラブの趣旨ではありません。 

・会食費は実費を旨とし、会員及びビジターから徴収した会食費を下回る食事を提供して収支差額を生

み出そうとすべきではありません。 

・会食費は通常、会費とともに前納されますが、例会欠席者の会食費は通常返戻されません。 

 

5.特別会計について 

・チャーターナイト記念会、クラブ創立周年記念会、などの特別会の経理は特別会計とするのが適当であ

ります。 

・特別会計の担当者は、収入および必要な支出を見積もって予算書を作成し、理事会の承認を得なければ

なりません。 

 

6.会計実務 

・クラブ理事会は財務委員会の推薦を受けて、クラブ資金を預金する銀行を指定します。 

・クラブ理事会は資金使途の目的に従って、資金を便宜、定期預金、通知預金などに振り分け、受取利息

の増収を図るべきであります。 

・会計は幹事そのたから金銭を受取り、理事会により承認された銀行に預金します。 
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・会計は理事会の承認によってのみ支払いを行います。 

・収入支出とも原則として銀行口座を通じるべきで、収納金を直接支出金の払い出しには充当しないの

が原則です。。 

・会計はクラブの収入と支出の全般的な記録を保管します。会計の掌握する帳簿書類は、金銭出納帳、銀

行預金出納帳、入金伝票、出金伝票、振替伝票、です。 

 

 

（税法に関する事項―参考） 

1.法人税の取扱いについて 

法人税基本通達 9-7-15の 2（ロータリークラブ及びライオンズクラブの入会金等） 

 法人がロータリークラブ又はライオンズクラブに対する入会金又は会費等を負担した場合には、次に

よる。 

（１）入会金又は経常会費として負担した金額については、その支出をした日の属する事業年度の交際

費とする。 

（２）（１）以外に負担した金額については、その支出の目的に応じて寄付金又は交際費とする。ただし、

会員たる特定の役員又は使用人の負担すべきものであると認められる場合には、当該負担した金額に相

当する金額は、当該役員又は使用人に対する給与とする。 

 

2.所得税の取扱いについて 

個人事業者に対するライオンズクラブの会費の取扱いについては、実務上昭和 58 年 1 月 27 日審判裁決

事例に基づき、原則として個人事業者の必要経費とはならないので留意が必要です。 

 

 



 

2019-2020年 
ライオンズクラブ国際協会 336-Ｄ地区 

キャビネット事務局 
 

〒693-0011 島根県出雲市大津町 1131-1 出雲商工会館 4F 

TEL：０８５３－２５－７８１４ FAX：０８５３-２５-７８１５ 

E-mail：d336-izumo@eagle.ocn.ne.jp 

 


